
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況 達成状況 学校関係者評価者による意見

〈組織的な学校運営〉 【努力指標】
改善・工夫された提案
の割合が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈危機管理〉 【努力指標】 研修や訓練回数が各学期に，

Ａ：３回以上
Ｂ：２回
Ｃ：１回
Ｄ：０回

〈研修〉 【成果指標】
研修報告を行った教員の割
合が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈学習指導要領に基づく実践〉 【努力指標】
児童の活用力を育成できた
とする教師の割合が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈授業改善〉 【努力指標】
支援を充実させたとす
る教師の割合が，

A：１００％
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

〈基礎的基本的な知識･技能の習得〉 【成果指標】 知識･技能の定着度達成率
８０％以上の児童の割合が，

Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

〈道徳の授業の充実〉 【努力指標】 学期に1回以上行った学級が，

Ａ：全１４学級
Ｂ：１２～１３学級

Ｃ：１０～１１学級

Ｄ： ９学級以下

〈読書活動の推進〉 【成果指標】
「おすすめ10冊」の本をす
べて読み終えた児童の割合
が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

〈規範意識の育成〉 【成果指標】
生活目標を達成した
児童の割合が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈基本的な生活習慣の確立〉 【成果指標】
規則正しい生活習慣を
身につけている児童の
割合が，

Ａ：８５％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６５％以上
Ｄ：６５％未満

〈保健指導〉 【成果指標】 むし歯の処置率が，

Ａ：８５％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７０％以上

〈体力づくり〉 【成果指標】 測定伸び率が，
Ａ：２５％以上
Ｂ：２０％以上
Ｃ：１５％以上
Ｄ：１５％未満

〈教育活動の公開と改善〉 【満足度指標】
アンケート結果で向上
した項目の割合が，

Ａ：全ての項目
Ｂ：８割の項目
Ｃ：６割の項目
Ｄ：５割以下の項目

〈経営方針や教育活動の啓発〉 【満足度指標】
学校の方針や様子が伝わっ
ていると感じる保護者の割
合が，

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

〈社会性の育成〉 【成果指標】
挨拶ができるようになった
と感じている児童の割合
が，

Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満
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次年度の方向（改善計画等）

平成21年度　学校評価結果報告書

年4回の学校公開等で
教育活動を公開し，
多数の保護者が来校
した。その際に実施
した保護者アンケー
トの結果を生かして
きた。

Ｄ

・ 学校公開では多くの保護者の参観
があり，定着している。アンケート
結果からは挨拶や姿勢等家庭の協力
を求める問題が多い。アンケートを
とり，そのフィードバックを通して
改善，啓発していくのがよい。学校
公開に来た人だけでなく，多くの人
を対象にしたアンケートを考えると
よい。
・校長室だより，ぼんやま，敬老会
でのビデオレター等情報開示や連絡
網は充分である。
・挨拶には家庭でのしつけの大切さ
もある。保護者会が中心となり，地
域の協力も得て，見える化・メッ
セージ化して呼びかけていく。大人
から声をかけていく環境づくりにも
努めていってほしい。
・ 伝統的に保護者や地域が積極的に
サポートしている学校であり，さら
に家庭･地域との連携と協力を育み，
よりよい子ども達のための活動を
行ってほしい。

・全校的な課題分析を行い，さ
らに改善策を協議し，計画的継
続的に取り組む。アンケートの
対象者を拡大する。
・緊急配信メールだけでなく学
校情報を掲載した携帯メールを
定期的に配信する。保護者に確
実に情報が伝わるように児童に
も指導する。
・アンケート結果から，児童と
保護者・教職員との満足度にず
れがある。学校内での挨拶の取
り組みだけでなく，家庭･地域に
理解と協力を求め，三者が連携
した取り組みを積極的に進めて
いく。

学校・学年・学級便
り，ＨＰ･携帯サイト
など多様な方法での
情報発信をしてき
た。伝わっていると
感じている保護者の
割合は　　　　８
９．５％であった。

Ｂ

交通指導や挨拶運動
により挨拶する児童
は徐々に増えてきた
が，自分から進んで
する児童は多くな
い。

・児童･保護者･教職員を対象と
した手立てを準備し，生活習慣
を身につけた児童の育成を図
る。生活習慣を確立していない
児童の保護者への啓発方法を協
議する。
・児童の安全管理意識が希薄
で，怪我が多かった。自分や友
達の体を大切に，健康で安全な
学校生活を送る意識を育ててい
きたい。
・体力づくり実技講習会を設け
て指導方法について理解し，パ
ワーアップタイムを利用して異
学年交流で体力づくりを図って
いく。

歯の大切さ，早い処
置の必要性は保護者
の意識の高まりもあ
り，処置率が８６．
２％に向上した。

Ａ

体力テストで全国と
比較し低かったボー
ル投げに絞って取り
組んだ結果，投げる
力が　　　２２．
８％伸びた。

Ｂ

Ａ

前期と後期に自己点
検を行った。生活習
慣が身についている
児童の割合は７３．
５％で，改善の必要
な児童は固定化して
おり，家庭支援も必
要である。

Ｃ

・ 基本的な生活習慣を身につけられ
るように活動し，それを実行できて
いることは大変評価される。
・ むし歯については，保護者の協力
がありがたい。早期治療により，次
年度の治療率も高くなり，今後も早
期治療を大切に指導してほしい。
・ 全国平均を下回るボール投げに
絞って体力づくりに取り組み，効果
が出たことは大変喜ばしい。今後と
も健やかな体，健やかな心つくりに
心血を注いでいただきたい。パワー
アップタイムの活用など，小学生ら
しい活動時間を通じて，体を動かす
ことや，活動することを通じて育成
を図っていくとよい。

全学級で体験活動と
関連した道徳の授
業，地域の人材を活
用した道徳の授業に
取り組むことができ
た。

Ａ

・ 体験活動や道徳授業の実践は素晴
らしい。さらに本物とのふれ合いや
体験，人々との出会いやふれ合いを
通じて豊かな心，思いやりの心，想
像力等を養っていってほしい。
・読書活動がこれまでほど充実され
ていない点が大変残念である。図書
室の明るさ，本の冊数の充実等とて
もよく，レベルは高い。読書ができ
る子は力がつくし，新しい本に手が
伸びることも念頭において，取り組
んでほしい。
・ 場に応じた言葉遣い，わきまえ，
態度は重要である。何が常識で何が
非常識なのか分からない年齢層であ
るから，職員相互の連携で訂正指導
が必要である。

・道徳教育推進教師がモデル授
業を行い，他学級で図書ボラン
ティアや保護者を講師として迎
え，授業が充実した。継続して
いきたい。
・年度当初に「おすすめ１０
冊」を紹介し，強化月間を設け
たり，実践交流を行ったりす
る。選書の検討や学年に応じて
目標冊数を設定する。その他、
おすすめの本に限らず、多読や
読書幅を広げる取り組みを進め
る。
・児童会を中心とした自主的な
取り組みを行い，子ども同士で
働きかけ合い規範意識を育て
る。

積極的な取り組みに
ついて多様な提案を
示したが，実践に移
せなかった学級もあ
る。

Ｄ

指導内容や指導方法
を共通理解して全職
員で取り組んできた
が，その取り組みに
は差異があった。

Ｂ

算数科で全教員でと
りくんできたが，そ
の検証方法は適切で
はなかった。

Ｃ

・ 判断力･表現力･思考力等学力の活
用や応用がさらに求められる時代で
あり，そこに個性的発想や研究心が
生まれる。
・ 読書や漢字･計算等は家庭でも大
切にしていきたい学習である。小プ
リントやテストの工夫で基礎的な力
を確保するとともに尐人数等の利用
で改善を図る工夫が必要である。
様々な習熟の子ども達がいると思わ
れるが，万遍なく接し育んでほし
い。
・ なぜ学ぶのか，学ぶ必要を教えて
ほしい。あこがれをもっているかど
うかが学ぶ意欲につながっていく。
また，自己肯定感を育てる，褒める
指導をして伸ばしてほしい。

・児童の活用力育成の結果を教
職員アンケートで調査したが，
年度末に客観的な検証を行う。
次年度は年度初めと年度末に検
証し比較する。
・各自が教科を決めて指導と評
価の一体化を図った授業を行
い，校内研修会でその取り組み
内容を交流する。
・基礎的基本的な知識･理解の場
を地道に積み上げていくことは
大切である。チャレンジタイム
の時間とその内容について検討
する。

支援の具体例を示し
たり取り組み強化週
間を設けたりし，意
識した授業づくりに
努めてきた。

Ｂ

朝の会での生活指導
に時間を費やし，時
間確保が難しいこと
があった。

Ａ

・ 改善提案が，職員間で共通理解さ
れ，改善工夫がなされている。今後
の課題は尐子高齢化，核家族化，個
人嗜好，各費用の不払い問題等多く
の問題が多種多様化する中で，教職
員のマネジメントシステムの確立と
精神的リスクアセスメントの進め方
が大切になってくる。
・ 組織としての緊急時の対応の仕方
を更新しながら明示しておくとよ
い。小学校は学級担任が一人で抱え
込み，教師も子供も逃げ場がない。
苦労も多いと思うが，教師のメンタ
ル面には，声に出した様々な対応を
望む。
・ 教職員が積極的に研修に参加し，
資質向上に努めている。またそれを
共有している点はとても評価でき
る。

Ａ

Ａ

・職員会議案以外の現状課題につい
ても分掌間の連携を図り，組織的に
対応を進めていく。問題点を担当者
一人で抱え込まずに教職員で共有
し、管理職を中心に対策や手順を検
討しながら対応にあたる。
・不審者訓練を毎年実施する。ま
た，計画案による訓練だけでなく，
臨時の訓練を含め，常に共通理解し
た危機への対応ができるようにイ
メージトレーニングの機会を増やし
ていく。
・本校の取り組みとして取り入れる
ことが有効な内容を明確にし，全職
員で計画的に取り組んでいく。

Ａ

年間を通して計画的
にまた必要に応じて
11回の研修や訓練を
実施し様々な学校危
機に対応してきた。

全職員が希望による
県内外の研修会に参
加し，１００％紙面
報告を行った。

前年度の課題を明記
したり伝達したりし
改善・工夫の共通理
解を図った。

自　　己　　評　　価

健康生活カード
で自己点検し，
規則正しい生活
習慣を身につけ
ている。

③
　
豊
か
な
心
の
育
成

伝統的な読書活動の取り組
みを継続・充実させ，進ん
で本に親しむ環境を整備
し，豊かな情操を養う。

生活目標達成に向けた具体
的な指導事項の共通理解を
図り，全職員で適切な指導
を行う。

形成的な評価を行
い，援助を要する児
童への支援を充実さ
せている。

漢字・計算等の習熟
指導を行い，知識・
技能の定着を図って
いる。

体験活動と関連させ
たり，地域の人材を
活かしたりする道徳
の授業を行ってい
る。

工夫した体育の
授業や取り組み
を継続し，投げ
る力が伸びてい
る。

 新学習指導要領を熟知し，
指導方法を工夫し，児童に
活用力を育成する授業実践
を行う。

形成的な評価を大切にし
て，指導と評価の一体化を
図った授業を行う。

規則正しい生活習慣の確立
を図り，望ましい生活リズ
ムを身につけた児童を育て
る。

児童が健康的な生活のを理
解図り，児童に自らの健康
安全を管理をする力を養
う。

スポチャレや一校一プラン
等体力づくりの取り組みを
通して，児童の体力の向上
を図る。

児童の実態を把握
し，生活指導に積
極的に取り組んで
いる。

チャレンジタイムや課外の
時間を活用して補充･習熟学
習を進め，知識･技能の定着
を図る。

体験活動や地域の人材を活
かした道徳の授業を実践
し，児童が自己の生き方に
ついて考えを深める。

児童が「おすすめ
10冊」すべてを読
み終えるように取
り組んでいる。

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

前年度の課題を改
善工夫した提案が
職員会議で共通理
解されている。

危機を想定した研
修･訓練内容を共通
理解し，学校危機
を回避している。

紙面を伴う研修報
告を行い，情報や
成果の共有を図っ
ている。

指導法を工夫
し，児童の活用
力を育成してい
る。

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

各主任が中核となり，教職
員が各々が校務に責任をも
ち，一丸となって学校経営
目標の具現化を図る。

内在する学校危機を想定し
た研修や訓練を通して，迅
速で適切な対応を行い危機
を未然に防ぐ。

教職員は，自己の資質向上
のため，積極的に研修に努
めるとともに，その成果を
他の教職員と共有する。

【様式　５】

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

保護者･地域の意
見を学校改善に
生かしている。

保護者に学校の
方針や活動が理
解されている。

自分から進んで
身近な人々に挨
拶している。

学校の教育活動を積極的に
公開し，家庭･地域と連携し
た信頼される学校づくりに
努める。

学校からの発信を通じて，
保護者に学校の経営方針や
教育活動を伝え，理解と協
力を得る。

家庭・地域と一体となり，
進んで元気な挨拶ができる
児童を育成する。

家庭への啓発や
指導を工夫する
ことでむし歯の
処置率が向上し
ている。




